
Ⅳ特 別 事 業

"海外における霊長類の野外研究"中間総括

いわゆる "海外特別事業Ilが1972年に始まっ

てから15年が経過し,現在第16次研究員が現地調

充を実施中である｡実質的に7月から2月までし

か実施できない科研費の研み重ねでは,欧米諸国

の長期継続研究に遅れをとる実情に対処すること

を荊-の目的として,この事業は計画された｡さ

らに,チームを組まなければならない科研費から

解放された単騎 ･長期現地投入によって,自ら相

手国詣田庁と折衝してフィ̀-ルドを開拓し,思う

存分独創的な研究に専念する若手研究員育成の意

図もあった｡しかし.当初意図したアフリカ･ア

ジアにおよぶ計画は ｢アフリカに年間1人｣へと

縮小を余儀なくされた｡それでもアフ1)カにおけ

る誠広析野外研究は大いに進み,この事業が基礎

となってその後の長期継続調査に発展したフィー

ルドがいくつも確立した｡西アフリカは大半がフ

ランスbqL7;田であることも障害となって日本の野外

班長WI学の進出が阻まれていたが,本事業は単騎

･良W]の特徴を生かして新地域への進出を可能に

した｡との中英への参加を通じて多くの若手研究

貝が自立した野外霊長類学者として育ったことも

見逃せない｡

1982年からは,かねてから強い要望のあった

アジアへの派迫も含め,年間一人という従来の枠

内で災現することとした｡この結果,アフリカ地

域と交互にアジア地域へも派遣を実施している｡

以下に年度毎の派迫期間,研究課題,研究員氏

名,主な調査地 ･調査内容 ･成果の要約を示す｡

なお,年月を経て派迫地域 ･派遣期間や研究員

の所属等に新たな要望が加わり,時代に即した見

喧しが必要となってきた｡こうした要望にどう対

処してゆくかを今後の課題としたい｡

(野外研究委員会委員長 ･杉山幸丸)

1) 1972年7月 - 1974年6月

探題 '.アフリカの熱帯林におけるチンパンジー

など各種霊長類の社会 ･生態学的研究

鈴木 晃

主なフィールドはウガンダ国,ブドンゴの森｡

他にウガンダ国内の各地の森林及びケニア国東部

のタナ川霊長類保護区を調査地とした｡

ブドンゴの森では約80頭からなるピクニック･

サイト･グループのチンパンジーの社会の研究を

行った｡チンパンジーの肉食の観察,また森林性

チンパンジーの群間関係における宥和的行動等,

他地域でのチンパンジー研究には見られないいく

つかの重要な観察が行われた｡プドンゴの森に分

布する他の霊長頬,クロシロコロブス･ブルーモ

ンキー･アカオザル ｡ドグエラヒヒ･サバンナモ

ンキーの群れの大きさ,密度,群間関係等に関し

ての比較生態学的研究も行った｡

2) 1974年6月 - 1975年6月

探題 :ボツワナのブッシュマン,ザイールのピ

グミー,タンザニ7のトングウェとチンパンジ

ー,ケニ7のレンディーレ等の比較生態人類学

田中二郎

ボツワナ:ブッシュマンの生態･社会 ･文化に

関する継続調査の他,長期的な人口動態調査を行

い,白熱 こ依存しながら自給自足生活を営む狩猟

採集民の平均寿命の推定 (約45歳)を行った｡

ザイール :熱帯多雨林の狩猟民ピグミーの狩猟

活動と居住様式について調査し,乾燥地域のブッ

シュマンとの対比において,動植物相,狩猟雄物,

狩猟法,狩猟効率と社会柴田編成との関係につい

て,比較生態人類学的考察を行った｡

ケニア:同国北部乾燥地域に分布する遊牧諸民

族の広域調査ののち,対象をレンディーレに絞っ

て苑中調査を行った｡この予備調査に基づいて,

1975年以来束アフリカ牧畜民の本格研究が発足

した｡

タンザニア :マハレ地区の野生チンパンジー及

び焼畑農耕民 トングウェの調査を行った｡

以上の知見に基づいてアフリカ大陸各地の生態

及びヒトと自然の相互交渉を比較による視点から

考察した｡

-82-



3) 1975年7月 - 1976年7月

坪題 :エチオピア高原に生息するゲラダヒヒの

社会生懲学的研究

大沢秀行

ゲラダヒヒの社会では,単雄群が社会的な最小

恥位で,かつ兜把の単位でもある｡さらにこれに

上位組枯のバンドの存在が知られている｡本研究

は.Bi雄群への1)-ダー椎の侵入 ･交代の頻度と

それが上位捕造であるバンドの構造に与える影響

を調べ,ゲダラヒヒの地域集団構造の維持機構を

明らかにしようとした｡調査はエチオピア北部の

セミエン国立公園で行った｡まずいくつかの単碓

群で実際に.)-ダー雄の交代が観察された｡上位

構造は,一部のバンドは数年にわたりほほ安定し

た梢成を保っていたが,他では多くの単雄群が他

地域へ移動 ･消失していろ例が兄いだきれ,バン

ドは長期にその稲造を維持し得るものの,その組

馳 まきわめて解放的なものであることが示された｡

さらに碓グループについてもその消長が観察され,

地域袋田形成における役割が示された｡なお,こ

の研究の他に北ケニアにおいては有蹄類社会の予

備調査を行った｡

4) 1976年7月 - 1977年7月

探題:酉アフリカ生息野生チンパンジーの社会

生態学

杉山亭丸

セネガル,ギニア,リベリア,カメルーン各国.

とくにギニアに主力を注いで予備調査を行い,ギ

ニア釆南開のポッソウに野生の北西アフリカチン

パンジー(Pantroglodytesvents)の主調査地

を設定した｡小群ではあったが餌づけを伴わずに

全個体を識別してその行動を追跡することが可能

であり,今日に至る継続研究の基盤をつくった｡

手の届かない枝を引き寄せるための棒使用,堅采

を割ろための石器使用などチンパンジーの道具使

用に新しい発見をもたらしたが,石器使用の観察

は世界長初であり,チンパンジー文化の地域差を

考えろ大きな動因をつくった｡穿き団メンバーの訪

い碓合性,雄の移入はあるが雌にはないという移

出入様式など,それまで知られていた宋アフ.)カ

のチンパンジーとは只なる社会行動が発見され,

チンパンジーの行動の変異性の研究と全貌の把握

に新しい局面を閃いた｡

5) 1977年8月 - 1978年7月

探題 :アフリカの熱帯林における各種霊長類の

比較生態学的研究

鈴木 晃

ザイール国ウェレ地方での詔長糊の分布 ･比較

生態学的研究を行った｡同地方では19世紀末に低

地ゴ1)ラの分布が記録されている｡しかしながら,

今回の調査においてはゴリラの分布に関して何ら

の情報も得られなかった｡同地方にはチンパンジ

ー及びオナガザル柄,マンガベイ邦が豊富に分布

していた｡1978年に入ってからはケこヤ国タナ川
及び東部海岸地方でのタナリバーマンガベイ,タ

ナリバー ･レッドコロブス,サイクスモンキー,

サバンナモンキーの分布 ･比較生惜学的研究を行

った｡タナ川霊長類保諏区の森林はタナ川の年々

の洪水が原因で大巾に破壊されており,その生息

環境は好状態にない｡詔長柄の一定蘇杯への生息.

密度は,報告者の調正したどの森林よりも高密度

であった｡

6) 1978年8月 - 1979年8月

課題 :ヒヒ類の種分化に関する築田並伝学的研

究

正式孝義

エチオピアのアワシュ国立公園でマントヒヒと

アヌビスヒヒの雑柾舛団4群について柴田迫伝学

的調査を行った｡そのうち一群は社会生態学者と

協同で調査を行った｡4群から合計 108頭のヒヒ

を捕接して採血を行い,逝伝学的実験に供した｡

またフィチェ周辺では4群のゲラダヒヒを観察後

捕接し,合計213頭から採血して実験に供した｡

実験の結果マントヒヒとアヌビスヒヒは形態的に

は非常に只なるが迫伝的には別種と認めがたく,

両班が接すれば簡脚 こ雑田化がおこり,噸次進行

すると結諭された｡またゲラダヒヒの4群はいず

れも迫伝的変只性が様相に低く,染田がかなりの

ttbottleneck"を皿った後,増大しつつあるこ

とを示唆した｡
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7) 1979年8月 - 1980年7月

課題 :アフリカにおける類人猿の社会生態学的

研究

森 明雄

ザイール国で,ピグミーチンパンジーの社会行

動の研究を行った｡並チンパンジーとの比較のた

め,以前に行った並チンパンジーと同一研究方法

を用いた｡行動の連鎖を分析した "行動の連鎖の

経路"を比較すると,"2足で立ち上がる姿勢H

が並チンパンジーではChargingdisplay(突進

示威行動)開始行動だが,ピグミーチンパンジー

ではその経路から脱落し類性行動の出発点にある｡

並チンパンジーのCbargingdisplayに始まる対

立するオス間の攻撃的な集団興菅の行動の系が,

ピグミーチンパンジーでは多様で親和的な性行動

の系に田き変わった｡ゴ])ラの観察も短期間行っ

た｡ゴ1)ラとチンパンジーは,大人オス同士が対

立するいわばテリトリー防衛行動を持つが,ピグ

ミーチンパンジーではそれがない｡結論としてい

えば,ピグミーチンパンジーの社会は3種の祖先

型から厄も変化した｡以上の結果に基づき,次の

仮説を捉出した｡ `̀揖人猿の祖型社会は,小グル

ープが厳しく対立していた筈だ1-

8) 1980年12月 - 1981年12月

探題 :原猿頬の社会生態学的研究

束 滋

1. マラガシ共和国(マダガスカル)西部のア

ンピズルウ保証区,東部のペ.)ネ-保護区,南部

のベレンティで,各7-10日間の予備調査を行っ

た｡

2.同国北部のアンプル山国立公園でサンフォ

ードアカキツネザル(LemurfulvzLSSanfordi)

とカンム1)キツネザル(L.coro7WtuS)の種間関

係について調べた｡両種の土地及び空間利用,遊

動,食性,群れの構成,食物樹をめぐる干渉など

についてみた｡

3.ザイール共和国キブ川の国立科学研究所を

拠点に,イランギ保護区とその西部の小山塊でホ

オヒゲマンガベイ,アカオザル,モナザル,ブル

ーモンキー,フクロウグエノン,アカコロブスの

分布と個体数,混群の形成,種間関係について調

査した｡

9) 1981年7月 - 1982年7月

探題 :霊長類の社会生態学的研究

小山直樹

主たる調査国はマラガシ共和国(マダガスカル)

であったが,11月一翌年3月まではザイール共和

国キブ川イランギ地区でホオジロマンガベイ

(CercocebusalbigeTZa)の調査を行った｡マダ

ガスカルでは主として南部チュレアール州ベレン

ティにおいて昼行性のワオキツネザル(Lemur

catta)の1群れ(A群 )の行動観察を行った｡交

尾朋が始まる厄前の4月初旬には, この群れは

5頭のオトナメスと8頭のオトナオスを含む20頭

の個体から成っていたが,個体追跡の対象であっ

たメス5頭のうちの2頭の交尾を観窮した｡この

結果,メスがオスを性的に受け入れるのはわずか

4時間であること,普通は優位のオスが発情メス

と最初に交尾を行うのだが,メスによっては交尾

相手のオスを挙り好みするためと,射梢後の疲労

によって必ずしも優位のオスが交尾を独占するの

ではないことなどが明らかになった｡

10) 1982年8月 - 1983年8月

探題 :東南アジアの嘱乳類の研究

相見 榊

現生種はいうにおよはず,化石矧 こまでわたる

東南アジアの噛乳類を対象にし,その地史的変遷

を明らかにし,現生桂の分類学的検討ならびに分

布域をおさえようと努めた｡

現地調査は,インドネシアのジャワとスマトラ

で行った｡ジャワでは,チサアートでインドネシ

アでは最も古いイノシシのはば完全な下顎骨の化

石を発見することができた(現在論文を投稲申)｡

スマトラではコノハザルの分布ならびに地理的変

異の調査を行った｡その結果,スマトラ本島には,

8種のmelalo♪hosグループのコノハザルがパラ

バトリックに分布していることを確認し,さらに,

従来の分布図に修正を加えることができた｡

その他,ジャワ,シンガポール,マレーシア(ク

アラルンプール ･サバ ･サラワク),タイの各地

の博物館を訪れ,所蔵標本を検討した｡
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ll)1983年8月 - 1984年7月

標題 :霊長類の集団遺伝学的研究

庄武孝栽

1981年皮の科研矧 こよる油列調充を基礎とし

て,ス1)ランカにて トクモンキーの舛田辺伝学的

捕控調玉を行った｡スT)ランカ全土から23群合計

253頭の個体を捕接して血牧その他の質料を入手｡

またハヌマンラング-ル2群の捕控調査を行い,

25個休の血牧男料を入手｡その後インドにてシシ

オザル,ボンネットモンキーの血牧質料を入手｡

さらにその後エチオピアにて動物商の協力を得,

ソマリア国矧 こ近いバビレ周辺の純粋マントヒヒ

とケニア国矧 こ近いゲイムゴフTから純粋アヌビ

スヒヒの血牧史料を入手｡それぞれ日本に持ち帰

り実験に供した｡エチオピアでのff料は前回の調

査質料に追加され,現在まとめ中であり,スT)ラ

ンカ,インドの分についても実験は一応終了して

目下まとめの最中である｡

12)1981年8月 1 1985年7月

課題 :パタスザルの社会の維持および変動のメ

カニズムの研究

大沢秀行

パタスザルはサハラの南部のオープンランドに

広く分布する地上性のサルでおる｡これまでの研

究でパタスザルの社会は-雄視雌のnl雄群社会で

あることが知られている｡しかしその群れの維持

や変動の機構についてはまだ明らかにきれていな

い｡本研究は,パタスザルの単雄群社会の個体の

移出入の状態の調査と.)-ダー雄の交代の観察を

行い,群れの維持と変動の機構を明かにした｡調

正は,北カメルーン,チャド湖の周辺のカラマル

エ国立公園で,5群のパタスザルの群れを対象に

行った｡その結果,パタスザルのリーダー交代は

8月の交尾期に柴申して起こり,雌を求めて群れ

にやってきたはなれ雄が,元のリーダーと城悶し,

追い出すことにより交代が生じることが判明した｡

また一部の群れでは,多数の椎による乱姑が起こ

り,パタスザルの社会が,校堆群への移行途上の

社会であることが示唆された｡

13)1985年8月 - 1986年8月

喋厨 :スラウェシマカクの社会生態学的研究

渡辺邦夫

インドネシア国スラウェシE3に生息する7位の

マカク周詔長班のうち.由の巾央部近くから北部

にかけての分神域を持つMacacaheckiの調査を

行った｡ この矧 ま基･本的にはnl･宍食の傾向の強い

柾であり,10頭程度から8-40頭程皮までの投球

群をなして生活しており,舛団あたり80-60haほ

どのホームレンジをもっていた｡行動パターンか

ら見るかぎり,由の招南端に住むM.mauraとの

問では若干の迎いが見出された｡それは主として

夕方に鳴き交わされるロングコールのパターンで

あり,また遊動時の行動や群れの分布のあり方で

あった｡M.nt'gTaの観察がまだまだ不十分であ

るが,特に由の北9;F'utにすむ2矧 こついては基本的

な性向は変わらないながら,行動上の変只が認め

られるようである｡なお,M.nfgra,M.tonkeana

に関する補足的な調玉も今回行われた｡

14)1986年8月 - 1988年7月

探題 :中国の熱帯および重熱帯地域のマカカ属

の比較生憤学および生物地理学的研究

和田一枚

中国安微省浮沃-m山市だ,nJロ鉄案西村においてチ

ベットモンキーの観察を実施中である｡

業積リスト

(共著の場合,本耶菜参加者が副著者であっても

参加者の氏名の該当する位矧 こ記す｡)

総 統

1)大沢秀行(1985):市等動物の社会構造,

a.詔長期.現代生物学体系12a.生憤A:

264-267.中山か店.宋京.
2)大沢秀行 (1985):市等動物の社会川辺,

b.有蹄研.現代生物学体系12a.生懲A:

272-273.小山田店.宋鼠

8)大沢秀行 (印刷中):パタスモンキーの社会.

アフ1)カのE!長旅の社会生態 (河合雅雄嗣 )

:散田杜.宋訊

4)大沢秀行 (印刷中):嘱乳柄の舛団問関係と

歪周社会.鎌田の編成(福井勝義嗣):河出
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